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第
12
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た 

 

 

３
月
17
日
（
土
）
の
午
前
10
時
か
ら
、
組
合
事
務

所
に
て
、
第
12
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

総
代
会
に
て
審
議
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

寒
い
冬
を
越
し
、
よ
う
や
く
暖
か
い
季
節
が
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
茶
屋
新
田
地
区
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

去
る
３
月
17
日
に
第
12
回
総
代
会
を
開
催
し
、
平

成
24
年
度
の
主
な
事
業
及
び
予
算
等
に
つ
い
て
ご
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
、
こ
の
区
画

整
理
事
業
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
皆
様
の
防
災
に
対
す
る
意
識
も
、
よ
り
高
く
厳
し

い
も
の
に
な
っ
た
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
災
害
に
対
す

る
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
安
心
か
つ
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
改
め
て
決
意
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 

工
事
に
お
い
て
は
、
震
災
の
影
響
で
材
料
の
不
足
が

発
生
し
、
工
期
を
延
長
す
る
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
平
成
23
年
度
に
終
了
予
定
の
工
事
で
あ
っ
た
た

め
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
は
厳
し
い
お
言
葉
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
組
合
は
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
一
日
も

早
く
工
事
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ま
た
、
造
成
工
事
等
が
東
茶
屋
地
区
に
集
中

し
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
早
く
進
め
て
い
く
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。 

 
 

 

 

今
年
度
は
、
地
区
全
体
の
仮
換
地
指
定
が
大
き
な
事

業
で
あ
り
ま
す
。
７
月
か
ら
個
別
の
仮
換
地
説
明
を
行

い
、
総
代
会
の
承
認
を
得
て
、
指
定
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

個
別
の
説
明
会
に
は
是
非
出
席
さ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

★
第
１
号
議
案 

 

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て 

（
主
な
事
業
に
つ
い
て
） 

●
全
体
仮
換
地
指
定 

 

４
月
か
ら
６
月
に
お
い
て
、
換
地
の
割
り
込
み
作
業

を
行
い
ま
す
。
７
月
か
ら
８
月
ご
ろ
に
か
け
て
個
別
説

明
を
行
い
、
総
代
会
に
お
諮
り
を
し
、
承
認
を
得
た

後
、
年
度
内
の
仮
換
地
指
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

●
会
議
関
係 

 

役
員
改
選
の
た
め
の
総
会
と
平
成
23
年
度
の
決
算

な
ど
の
総
代
会
、
仮
換
地
指
定
の
総
代
会
、
平
成
25

年
度
の
予
算
な
ど
の
総
代
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

●
説
明
会
等 

 

先
述
し
た
全
体
仮
換
地
指
定
に
向
け
た
個
別
説
明

会
、
ま
た
地
区
計
画
（
案
）
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

●
工
事 

【
大
西
地
区
】 

 

下
水
・
水
道
・
ガ
ス
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
前
段

階
と
し
て
、
道
路
内
に
埋
設
す
る
水
路
整
備
を
主
体
に

進
め
ま
す
。 

【
川
原
地
区
】 

 

水
路
整
備
、
先
行
移
転
街
区
の
側
溝
整
備
、
舗
装
整

備
、
都
市
計
画
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。 

【
東
茶
屋
地
区
】 

 

平
成
23
年
度
か
ら
取
り
か
か
っ
て
い
る
調
整
池
５

号
及
び
７
号
と
関
連
水
路
整
備
を
早
急
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
東
茶
屋
線
の
南
北
方
向
に
位
置
す
る
街
区
を
中

心
に
造
成
工
事
を
進
め
ま
す
。
（
裏
面
に
続
く
） 
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●
調
査
設
計
関
係 

・
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
に
む
け
て
の
検
討
、 

 

 

幹
線
道
路
沿
道
の
商
業
開
発
検
討
、
住
宅
地
の
ま
ち 

 

づ
く
り
の
検
討
を
実
施
し
ま
す
。 

・
都
市
計
画
道
路
詳
細
設
計
及
び
大
西
地
区
、
東
茶
屋 

 

地
区
の
区
画
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
す
。 

・
支
障
と
な
る
移
転
物
件
の
他
、
早
期
に
工
事
を
進
め 

 

た
い
箇
所
の
移
転
物
件
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

・
造
成
工
事
進
捗
に
伴
う
基
準
点
設
置
、
仮
使
用
地
指 

 

定
に
伴
う
画
地
確
定
計
算
測
量
を
行
い
ま
す
。 

・
平
成
20
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
、
貴
重
植
物
生 

 

育
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

●
負
担
金 

 

上
下
水
道
、
ガ
ス
各
会
社
と
の
覚
書
に
よ
り
、
年
度

割
り
し
た
金
額
を
支
払
い
ま
す
。 

●
補
償
関
係 

【
大
西
地
区
】 

 

地
区
中
央
の
16
ｍ
道
路
整
備
を
行
う
た
め
、
支
障

家
屋
等
の
調
査
を
行
っ
た
地
権
者
に
対
し
、
移
転
交

渉
、
移
転
実
施
を
進
め
ま
す
。 

【
川
原
地
区
】 

 

南
秋
葉
線
、
西
茶
屋
線
、
戸
田
荒
子
線
の
都
市
計
画

道
路
、
大
規
模
商
業
施
設
用
地
、
集
合
保
留
地
と
定
め

た
箇
所
で
支
障
と
な
っ
た
建
物
等
の
移
転
実
施
を
引
き

続
き
進
め
ま
す
。 

【
東
茶
屋
地
区
】 

 

東
茶
屋
線
お
よ
び
造
成
工
事
で
支
障
と
な
る
家
屋
等

の
調
査
を
行
っ
た
地
権
者
に
対
し
、
移
転
交
渉
、
移
転

実
施
を
進
め
ま
す
。 

●
作
止
め
補
償
の
実
施 

 

地
区
全
域
の
仮
換
地
指
定
年
度
ま
で
、
作
止
め
補
償

を
行
い
ま
す
。 

 

（
収
支
予
算
） 

 

下
記
の
と
お
り
計
上
し
ま
し
た
。 

 

★
第
２
号
議
案 

 

平
成
24
年
度
借
入
金
の
借
入
れ
及
び
そ
の
方
法
並
び

に
借
入
金
の
利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て 

 

約
14
億
円
を
限
度
と
し
て
、
利
率
年
２
％
以
内
で

必
要
の
都
度
、
６
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
す
る
も
の
で

す
。
借
入
先
金
融
機
関
は
、
㈱
愛
知
銀
行
、
㈱
十
六
銀

行
、
㈱
中
京
銀
行
、
㈱
名
古
屋
銀
行
、
㈱
三
菱
東
京

U

F

J
銀
行
、
な
ご
や
農
業
協
同
組
合
で
す
。 

  

○ 

業
者
へ
違
約
金
を
つ
け
る
こ
と
は
、
業
者
の
規
律 

 

を
正
し
、
事
業
の
進
捗
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い 

 

で
す
か
。 

 

→ 

違
約
金
な
ど
業
者
の
リ
ス
ク
に
な
る
こ
と
を
行 

 
 

う
と
、
入
札
額
の
跳
ね
上
が
り
に
繋
が
る
恐
れ
が
出

て
き
ま
す
の
で
、
検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

○ 

工
事
担
当
役
員
は
施
工
計
画
や
工
程
表
等
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
ま
す
か
。 

 

→ 

工
事
検
査
の
際
に
仕
様
書
の
内
容
と
照
し
合
せ

て
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
よ
り
専
門
知
識
を

習
得
し
て
い
く
よ
う
心
が
け
ま
す
。 

 

○ 
宮
田
用
水
決
済
金
の
件
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

→ 
裁
判
が
行
わ
れ
、
２
月
29
日
に
判
決
が
あ
り 

 

ま
し
た
。
結
果
は
組
合
側
の
勝
訴
で
す
。 

 

○ 

調
整
池
築
造
工
事
等
、
平
成
23
年
度
工
期
で
あ
っ

た
も
の
を
、
平
成
24
年
度
に
工
期
延
長
し
た
理
由
は

何
で
す
か
。 

 

→ 

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

る
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
製
造
及
び
入
荷
遅

れ
が
大
き
な
理
由
で
す
。 

  

 収入の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

補助金 735,382 （国、名古屋市より） 

助成金 936,992 水路、調整池、下水道、舗装費助成 （名古屋市より）   

保留地処分金 910,000  

雑収入 600  

借入金 1,440,000 金融機関借入 

前年度繰越金 2,730,000  

合計 6,752,974   

   

 支出の部  単位：千円 

科目 本年度予算額 備考 

会議費 823  総代会費 300、説明会費 75、総会費 125 等 

事務所費 94,772 
報酬 21,650、使用料 2,820、需用費 8,676、 

保留地処分諸費 1,000、組合事務委託費 55,230 等 

工事費 2,800,320 
区画道路築造費 98,146、水路築造費 860,011、        

調整池築造費 329,964、整地費 298,090 等 

補償費 1,211,690 
建物等移転費 1,009,510、作止め補償費 17,080、 

電柱移設費 60,000、パイプライン移設費 23,100 等 

負担金 697,808 
上水道新設 300,000、下水道新設 300,000、 

ガス新設 97,808 

調査設計費 488,472 

事業調査設計費 25,930、工事設計監理費 292,590、  

補償調査設計費 28,300、測量費 16,090、                

換地設計費 106,000、地質調査費 18,585 等 

借入金償還金 1,400,000  

借入金利子 3,000   

雑支出 3,790   

予備費 52,299  

合計 6,752,974   

平成２４年度収支予算 

総代会の様子 

 

○ 

地
区
の
液
状
化
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

→ 

組
合
と
し
て
、
地
区
全
体
の
液
状
化
対
策
を

行
う
た
め
に
は
膨
大
な
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
現

実
的
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
ま
た
、
地
区

の
み
対
策
を
し
た
と
し
て
も
、
地
区
外
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
止
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
は
解
決
に
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
組
合
と
南
陽
町
４

学
区
一
体
と
な
り
、
新
川
堤
防
の
液
状
化
対
策
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。 

 
 

○ 

地
区
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
反
対

が
過
半
数
と
の
こ
と
で
す
が
、
地
区
計
画
は
や
め

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

→ 

地
区
計
画
は
や
め
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
24
年

度
に
合
意
形
成
し
た
い
た
め
、
そ
の
際
に
は
地
区

毎
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

○ 

予
算
に
対
し
執
行
額
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め

予
算
に
対
し
圧
縮
で
き
た
と
い
う
理
事
の
努
力
を

示
し
、
今
後
も
執
行
額
が
減
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
で
す
。 

 

→ 

事
業
で
は
整
地
費
と
工
事
費
の
割
合
が
大
き

い
の
で
、
こ
の
部
分
を
特
に
抑
え
る
こ
と
を
努
力

し
ま
す
。 

 

○ 

仮
使
用
地
の
指
定
調
書
を
い
た
だ
い
た
が
、
い

つ
か
ら
使
用
で
き
る
の
か
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

→ 

東
茶
屋
地
区
は
造
成
中
の
箇
所
も
あ
る
た

め
、
使
用
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
造
成

工
事
の
終
了
後
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
現
地
が
使
用
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
段
階

で
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
を
し
て
い
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

  

  

★
第
３
号
議
案 

 

仮
換
地
の
指
定
変
更
に
つ
い
て 

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
㈱
に
貸
す
予
定
で
い
た
地
権
者
の

方
が
、
事
情
に
よ
り
貸
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
代
わ
り
の
方
が
決
ま
っ
た
た
め
仮
換
地
の

指
定
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。 

 

★
第
４
号
議
案 

 

保
留
地
の
位
置
の
決
定
に
つ
い
て 

 

先
行
移
転
街
区
に
お
い
て
建
物
移
転
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
第
一
種
住
居
専
用
地
域
で
あ
り
敷
地

面
積
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
付
保
留
地
と
し
て
販

売
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
（
二
筆
） 

 

★
主
な
質
疑
応
答 

 

総
代
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
な
さ
れ
、
組

合
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

○ 

組
合
の
予
算
の
立
て
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

→ 

必
要
な
工
事
箇
所
及
び
規
模
を
精
査
し
、

個
々
に
積
上
げ
一
括
計
上
し
て
い
ま
す
。 

   

（問い合わせ先） 

 名古屋市茶屋新田土地区画整理組合     事務局 （公財）名古屋まちづくり公社 区画整理部 事業第二課  

  電話 （０５２）６１８‐７７３２                  電話 （０５２）２１１‐６０７２ 

お
知
ら
せ 

 

○ 

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
７
月
に
開
設
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。 

 

○ 

事
務
局
で
あ
る
財
団
法
人
名
古
屋
都
市
整
備
公

社
は
、
平
成
24
年
4
月
1
日
よ
り
公
益
財
団
法

人
名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
公
社
に
な
り
ま
し
た
。 

 


